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ヨーロッパの日本語教育事情－英国を中心に－
坂本惠(留学生日本語教育センター・国際日本研究センター)
０　はじめに

１　ロンドン大学東洋アフリカ学院SOAS(School of Oriental and African Studies)

　日本・韓国言語文化学部　日本学科　

　BA  Japanese　　2年目終了後に1年間の日本留学必修　帰国後4年生科目(含む論文)

　　　1学年50名前後(年度によって異なる)　卒業後は日本関連での就職が多い

　　　1科目専攻と2科目専攻(経済、政治、他言語など)

  BA  Japanese Studies　　週3コマの日本語+日本研究科目　3年で卒業

・BA  Japanese　の日本語教育

　　1学年50名前後　3クラス編成　留学生が多い　
　1年生　週10コマ（1コマ50分）22週(+試験4週)　2単位分　初級をほぼ終了
　　　既習者のためのAccelerated Japanese 週7コマ　　そのほかに専門科目2単位分

　2年生　週8コマ　中級終了程度
　3年生　全員日本に留学

　4年生　論文執筆、専門科目　日本語上級(選択科目)
・そのほかの日本語教育

　週3コマ、5レベル構成で中級後半程度までをカバー　　

日本研究、大学院、他学部の学生など自由に履修

・教員　日本語：専任4名（うち一人が主任）非常勤講師7，8名　ほとんど日本人

　そのほかの教員　 言語、文学、歴史など　

　→他学科にも日本関係学の教員　（言語学科に日本語教育学の専門家）

・組織　そのほかに研究所　Japan Research Centre など多数

・日本語教育学の大学院　1年制　教育実習、論文あり　今年は学生6名全員が日本人

２　英国の大学の日本語教育　　外国語教育　大学卒業時にCEFR C1　レベル要求

・リーズ大学　　社会科学系が強い　　週7コマ　2年目に日本留学

　ＭＡ　Japanese,   Japanese Business
　　
・マンチェスター大学　　まだ3，4年目　3年目に日本留学

　2級、1級　Ｎ２目標
大学院はあるが、特別に日本語のものはない

３　ヨーロッパの日本語教育

・オランダ　ライデン大学

日本学科、日本研究科、地域研究所　Asian studies の中のJapan studies

教員：28名(専門8名、アドミニ7名、言語関係10名－専門、日本語教育含む)

学生：400名くらい　1年生100名以上　　4年生20名前後　(3年制、新制度に移行中)
授業料ほとんどなく、全員を受け入れる　
　3年生で留学する学生(全員ではない)は帰ってから論文を書く
日本語教育　目標はＮ２　読みが中心、翻訳能力を養う　
日本関係の就職はほとんどない
大学院：1年制、2年制(1年間の日本留学を義務づけたい－選抜あり)

・スイス　ジュネーブ大学

日本語学科　専任教員10名以上　日本人教員は2名（専任講師）語学の授業を担当
学生数:BA課程92名、オプション科目として、Erasmus交換留学プログラムの学生も
歴史学・文学に重点
日本語教育：2年までに初級終了、3年次に中級　少なくともN3に到達

大学院　修士課程　日本学、アジア専門　修士課程15-20名、博士課程9名在籍
　　専門は日本研究の中で人文科学中心。文学、歴史等
４　まとめと考察

・特徴　日本学の伝統　専門教育、研究は英語、現地語で　ただし、専門家は日本語堪能
・学習者　日本語、日本専攻の希望者多い　2科目専攻　留学生

・日本語の位置づけ　研究は現地語で行うが、日本語も必要、日本語も重視　という姿勢

　　ただし、実際には、中級程度まで　→研究者養成には日本留学
・日本留学の意味　期待高い　日本でしかできないことを期待

・日本語教育の位置づけ　講師は語学専門　条件低い

・日本語教育の特徴　ほとんどが日本人教師、専門家　厳しい条件
　

５　その他、感想
・大学を取り巻く厳しい状況　予算削減、人員削減

・交換留学の学生の可能性

・組織の問題　組織再編　専門で分けるか、地域で分けるか

・本学との関連　教育、研究は日本学、あるいは対照研究に特化
　　
